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パシフィコ横浜パシフィコ横浜パシフィコ横浜パシフィコ横浜

参加無料

第15回 国土セイフティネットシンポジウム

「災害情報の最前線！」
～今！災害への備えは、未来の安全対策です～

東日本大震災後、津波以外にも台風や集中豪雨による水害や土砂災害が数多く発生し、火山噴火も各地で
活発化している。また、首都直下地震や南海トラフ 大地震の発生も る中、ますます災害情報の
社会的な重要性は高まっている。
今 災害 の は、 の防災 で る。
本シンポジウムでは、 の科学技術による災害情報の現 と活用 の を報 する。

■■■■ 開会の挨拶開会の挨拶開会の挨拶開会の挨拶 米倉 実 研究 発法人防災科学技術研究所

■■■■基調講演基調講演基調講演基調講演 13：：：：10～～～～13：：：：50

プログラムプログラムプログラムプログラム

日時：2016 2月4日（木）13：00 17：00
会場：パシフィコ横浜 アネックスホール I・J 会場

〒220-0012 横浜 みなとみらい1-1-1
みなとみらい線 「みなとみらい駅」徒歩5分
JR 浜東 線など「 木 駅」徒歩12分
JR東海道線など「横浜駅」タクシー10分

： 研究 発法人防災科学技術研究所
定 活 法人リアルタ ム地震・防災情報 用 会（REIC）

後 ：東 会 所、 社団法人東 地 く 会、
公益財団法人地震予知総合研究振興会

定員：200 （ ）

至みなとみらい駅

最前線

臼田 防災科学技術研究所 レジリエント防災・減災研究推進センター
プロジェクトディレクター

災害に強い社会を実現するためには、専門的・経験的な「知の統合活用」と、個人・組織・機関同士の
「 」が で 、 らを な 合 るのが「情報」です。 では、予防・ ・ 、
自助・ 助・公助に る災害情報の ・ 活用 を するとともに、 ら社会 と
なって 組 に いて します。



≪≪≪≪セミナーお申込みセミナーお申込みセミナーお申込みセミナーお申込み≫≫≫≫ 第第第第20回回回回「震災対策「震災対策「震災対策「震災対策技術展技術展技術展技術展 横浜」横浜」横浜」横浜」のホームページよりお申込みください。のホームページよりお申込みください。のホームページよりお申込みください。のホームページよりお申込みください。

http://www.shinsaiexpo.com/yokohama/seminar/

※ セミナー当日、諸般の事情により演題の変更ならびに開始・終了時間の変更がございますこと、

あらかじめご了承頂きます様お願いいたします。

≪≪≪≪お問合せお問合せお問合せお問合せ≫≫≫≫ リアルタイム地震・防災情報利用協議会（リアルタイム地震・防災情報利用協議会（リアルタイム地震・防災情報利用協議会（リアルタイム地震・防災情報利用協議会（REICREICREICREIC）））） 事務局事務局事務局事務局

TEL: 03-5829-6368 E-mail: reic_jimukyoku0305@eq7realtime.org

■■■■ Session 2 13：：：：50～～～～14：：：：30

■■■■ Session 3 14：：：：30～～～～15：：：：10

■■■■ Session 4 15：：：：20～～～～16：：：：00

■■■■ Session 5 16：：：：00～～～～16：：：：40

■■■■ 閉会の挨拶 早山 徹 リ タ ム 震・防災情報 会 会

最近の火山活動 火山被害への備え 勥
棚田 俊收 防災科学技術研究所 観測・ 測 震・火山研究ユニット

久田 嘉章 工学院大学 建築学部 まちづくり学科 教授

首都直下地震への備え 災害 備え 今すべき

災害被災地対応の最前線 勜 勿 の 害対応
水井 防災科学技術研究所 社会防災システム研究 災害リスク研究ユニット 研究員

災害 の最前線 災害 の勶 き
泰宏 健 科学院 健康 務 研究部

平成26 り開 された勛 的 ベーシ ン ラム(SIP)では、 公 の有する情
報を 的に集約し、 健 における支援活動の内容に た で情報を することに り、
速に を被災 から し、 に える 務 の 容、さらには 勡における

所での 健 ニー を に えることで 要の 大を に 防で る たな情報 ット
ワークの開発を進めています。本演題においては、SIPにおける取組の概要について紹介します。

9月に発生した茨城県常総市の水害において防災科学技術研究所では、緊急調査の速報を発信し、
公開被害 や ・ の対 情報集約 トを構築・公開し、災害対策本部会 、市 の
情報共有支援を実施しました。また、開設された県と市の災害ボランティセンターにて活動の
情報集約やデータベース構築の支援・調査を実施しました。これらの活動について報告します。

今後30 で70％の で発生すると われている 震に備えるため、 の 震被害と
教訓と ・ の被害 を紹介し、 や 市 な 勯を踏まえた
実践的な震災対策（被害を さない対策と被害 た の対 策 を実 とと に紹介します。

ここ 話題にな た 山や 部勹、 山 の噴火で観測されたデータを とに、
火山観測からわかることと、わからないことを最初に説明します。
次に、噴火に伴う火山災害の内容とその被害に備えるための情報についてお話しします。


